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※令和５年５月25日CSTI木曜会合資料１より

最近の動向①（G7広島首脳コミュニケ）
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※令和５年５月25日CSTI木曜会合資料１より

最近の動向②（G7科学技術大臣の共同声明）



最近の動向③（統合イノベーション戦略2023（抜粋））
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第１章 総論（国家的重要基盤を支え、社会課題を成長のエンジンに転換する科学技術・イノベーション）
２．科学技術・イノベーション政策の３つの基軸
（２）知の基盤（研究力）と人材育成の強化
③価値観を共有する同志国やパートナー国との連携

（学術論文等のオープンアクセス化の推進）
公的資金によって生み出された論文や研究データ等の研究成果は国民に広く還元されるべきものである

が、その流通はグローバルな学術出版社等（学術プラットフォーマー）の市場支配の下に置かれ、購読料
や論文のオープンアクセス掲載公開料（ＡＰＣ: Article Processing Charge）の高騰が進んでいる。この
高騰は学術雑誌の購読や論文の出版という学術研究の根幹に係る大学、研究者等の費用負担を増大させ、
研究コミュニティの自律性を損なうなどの悪影響をもたらす可能性がある。我が国の競争力を高めるため
に、研究者が自らの研究成果を自由にかつ広く公開・共有することができ、国民が広くその知的資産にア
クセスできる環境の構築が必要である。このため、公的資金による論文、研究データ等の研究成果を新た
な科学技術・イノベーションの創出や社会課題の解決につなげるべく、プレプリントなどの新たな形態を
含めた多様な知へのアクセスを担保する取組を推進する。
また、本年５月に日本で開催された G７広島サミット及びＧ７仙台科学技術大臣会合を踏まえ、我が国

の競争的研究費制度における 2025 年度新規公募分からの学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向
けた国の方針を策定する。具体的には、学術プラットフォーマーに対する交渉力を強化するため、国とし
ての方針に基づく大学等を主体とする交渉体制の構築を支援する。さらに、論文、研究データ、プレプリ
ント等の研究成果を管理・利活用するための研究ＤＸプラットフォームの充実や、研究者や研究コミュニ
ティの研究成果発信力の強化を行う。これらの取組を通して、開かれた研究成果へのアクセスを実現する
ため、G７等の我が国と価値観を共有する国・地域・国際機関等との連携等を進める。また、研究評価に
おける定量的指標への過度な依存を見直し、オープンサイエンス推進のための現状と課題を把握・分析し
つつ、新たな評価及びインセンティブ付与のためのシステムの確立と移行を目指す。

（出典）統合イノベーション戦略2023



オープンサイエンスによる効果の事例

※令和５年５月25日CSTI木曜会合資料１より
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CSTIでの検討状況①

5※令和５年５月25日CSTI木曜会合資料１より



※令和５年５月25日CSTI木曜会合資料１より

CSTIでの検討状況②

オープンアクセスに向け直面する課題
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※令和５年５月25日CSTI木曜会合資料１より

CSTIでの検討状況③

オープンアクセスに係る課題の具体的対応策について
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※令和５年５月25日CSTI木曜会合資料１より

我が国のオープンサイエンスのプラットフォーム



オープンサイエンスの推進 論点整理（案）
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○オープンサイエンスの意義の共有

・研究活動そのものの変容 ・社会に対する貢献・説明責任

○オープンサイエンスのプロセスの明確化

・論文のオープンアクセス化 ・研究データの共有・公開

○オープンサイエンスの実装のための取組

・研究機関のポリシーの策定 ・研究成果プラットフォームの整備

○プレプリントの推進

・プレプリントに関する動向・効果

○オープンサイエンス推進に当たっての留意点

・ベストプラクティス・成功事例の創出

・プレプリントや研究データの公開の評価などのインセンティブ付与



前回委員会（R5.4.26）でのオープンサイエンス推進に係る委員からの御意見
意義 ・公開することが研究者を守ったり、科学の振興につながるということをきちんと定義することが重要

・納税者に説明責任を果たし、また、民間の利活用ニーズも見込める。

プロセス ・論文投稿時に著者版を作成する海外の事例もあり、プロセスに入れ込むことが研究者のためになる。

実装 ・グリーンOAは著者版作成等の手間が課題。
・大学・研究者ごとの無駄な作業がなく国際基準に沿った統一的基盤で簡単にできることが重要
・研究データのオープン化にはメタデータ付与などの手間がかかる。
・証拠データ等を長期間公開する際には、管理主体、問合せ対応、品質保証など、管理が課題。
・研究データの公開・保存にソフト的支援も必要。データ管理で研究者の負担減につながる施策が良い。
・著者最終稿登録や、エンバーゴ期間・著者最終稿掲載可否の確認は、図書館が支援する仕組みはあるが、手間であり対応
されないことが多い。掲載時に正誤表を付けるなど手続きが複雑になることもある。
・研究データ公開の一番の阻害要因は負担増であり、それを支える仕組みが必要
・オープンサイエンスによる研究の更なる発展のためにはURA等の研究支援者の裾野拡大が重要

プレプリント ・プレプリントも引用可能。量子コンピューティング分野でプレプリントのビジビリティはとても良い。
・コンピュータビジョン・機械学習でarXivのビジビリティは非常に高い。・プレプリント引用数を成果指標にしても良い。
・研究成果オープン化の早期実施のためには、プレプリントを習慣化することが良いのではないか
・arXivなどプレプリントサーバのビジビリティは高く、先にビジビリティを確保し、国際会議やジャーナルに投稿し、そ
れをarXiv等で表示する形が最近増えた。
・arXivは地道な交渉で多くの学会誌にプレプリントの投稿を認めさせた。日本がJxivを進めるなら、Jxiv自身が出版社と交
渉し投稿前掲載可能になれば価値が上がる。戦略的なプロセスのデザインが必要。
・プレプリントを出すと著者版を最後に出すモチベーションは低くなる。
・プレプリントを出すと投稿を認めない雑誌もあり対策が必要。

その他
（ベストプラ
クティス、イ
ンセンティブ
等）

・効果、KPI、目的を明確にすることが必要 ・公開したものの用途・成果が可視化されるべき。
・COVID-19でのプレプリントの事例の周知が重要 ・成功事例、ベストプラクティス共有が重要。
・論文・コード・データを公開するため全世界の人が検証可能で、話題になれば学会内の知名度向上、国際会議やジャーナ
ルでの採択につながる。アイデアの先取権確保にもなる。この分野の発展と他分野への貢献はオープンサイエンスの成果。
・人材育成やデータ公開等、シチズンサイエンスやそれに資する取組にインセンティブ付けも必要。データ公開・活用が高
い評価につながる仕組みなどが必要。 ・成功事例を試してみることで効果を実感できるような仕組みも必要。
・研究者の意識改革も必要。 ・データの取扱いに関するルールは国際的な基準に沿うよう検討することが必要。
・個々に確保する計算資源間の相互運用性、データ流通性等、計算資源整備の在り方にも影響があり得る。
・学会自身が運営する電子ジャーナルは査読システム維持とフォーマット品質確保のコストが大きい。
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〇論文の未公開理由
・最も選択率が高かったのは「資金がないから」（54.7%）、次いで「投稿したい雑誌がオープンアク
セスではないから」（35.3%）。
・選択率が1.0ポイント以上増えていたのは、「特に理由はない」（13.5%）、「オープンアクセスで
はない発表方式の方が望ましいと思うから」（8.8%）、「ニーズがないと思うから」（7.1%）、「時
間がないから」（7.1%）であった。
・「所属機関にポリシー（オープンアクセス方針等）がないから」（7.1%）や「助成機関のポリシー
（助成条件等）ではないから」（2.4%）は選択率が低下していた。

（出典）池内、林「論文のオープンアクセスと プレプリントに関する実態調査 2022 ：オープンサイエンスにおける日本の現状」
DOI: https://doi.org/10.15108/rm327

（参考）論文とプレプリントの公開経験
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https://doi.org/10.15108/rm327


（参考）論文とプレプリントの公開意思

公開意思 論文 プレプリント

あり 資金がないから＊ 投稿したい雑誌がプレプリントを認めていないか
ら＊

なし OA ではない発表方式の方が
望ましいと思うから***

公開する必要性を感じないから***

査読がないから**

表 3  論文・プレプリントの公開意思と未公開理由

（出典）池内、林「論文のオープンアクセスと プレプリントに関する実態調査 2022 ：オープンサイエンスにおける日本の現状」
DOI: https://doi.org/10.15108/rm327
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